
公益財団法人

神戸市東灘区御影石町 2-21-21
TEL:078-842-4722

不動産の事なら、御影市場内

（株）ウッドワークホーム
TEL:078-854-5515

神戸市中央区
港島中町6-6-2

神戸市東灘区御影中町 1丁目 1-9

神戸市灘区中原通 5-3-10-101
TEL.078-855-6941

炭火
焼鳥

と  り　 ら  く きわみ
鶏楽極

地酒・本格焼酎

市野酒店

  　　   私たちは
「御影だんじり」を応援しています。

  　　   私たちは
「御影だんじり」を応援しています。
二〇二六年二〇二六年

 

●損害保険全般取扱い
取り扱い項目

代表取締役   髙橋  亘
〒651-0082 兵庫県神戸市中央区小野浜町 5-11
TEL:078-332-0561　FAX:078-332-0568
ホームページ :https://gosix.co.jp 

〒658-0045 神戸市東灘区御影石町1丁目4-8
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焼鳥 髙しま

 ●      ワイン直輸入販売
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株式会社 シュテルンベルク 

御影だんじりパレード御影だんじりパレード

阪神御影駅阪神御影駅

バレンタイン
広場

໤୸৏໤୸৏

❶ 鉄板居酒屋 ろくぜん

神戸市東灘区御影本町
6-14-10 三居ビル 101
TEL.078-806-8848

❷

❹

真鯛そば はなたば

❸ Harema ハンバーガーと、コーヒーと、 立ち呑み たつき

神戸市中央区下山手通
2-1-1KE ビル 1階

神戸市東灘区御影本町
4丁目 6-3
TEL.078-940-2819

神戸市東灘区御影本町
2丁目 16-6
TEL.078-955-3135

出店エリア

場　所：バレンタイン広場（阪神御影駅南出口降りてすぐ）場　所：バレンタイン広場（阪神御影駅南出口降りてすぐ）

　春の柔らかな光に包まれ、まちを歩く人々の表情にも温かさが感じられる季
節となりました。この時期、御影の各地区ではだんじりパレードに向けて準備を
進められている皆さまの活気や、地域全体に広がる期待感にふれることができ
ます。
　だんじりに施された豪華絢爛な彫刻や飾り幕には、受け継がれてきた伝統と
深い愛着が宿り、勇壮に連なり並ぶ姿にはまさに圧倒されるばかりです。
先代より脈 と々守り継がれてきたこの伝統行事を、次の
世代へとつなげようとする地域の力は、まさにかけがえ
のない財産です。
　これからも大切な地域の宝であるだんじりが末永く
守り育てられ、「御影は一つ」を合言葉に地域の絆と力
がより一層高められていくことを心より願っております。
最後になりますが、だんじり巡行にご尽力いただいて
おります地域の皆さま、東灘警察署ほか各関係機関の
皆さまに御礼申し上げますとともに、東灘だんじりの一
層のご隆盛をお祈り申し上げます。

東灘区長
工 藤　健 一

　皆様「御影だんじりパレード」にご来場いただき、誠にありがとうございます。
　いよいよ御影の街に勇壮なだんじり囃子が響き渡ります。この活気に満ちた光景は、私たちが
これまでの困難を乗り越え、共に歩んできた復興の道のりの証しであります。今年は阪神・淡路
大震災から３１年を迎えました。私たちは、あの時、かけがえのない命を失いながらも、決して諦
めず、この街を再建してまいりました。そして、その苦難の中で私たちが再認識した、最も大切な
精神。それは「御影は一つ」という固い結束と助け合いの心です。このパレードは、地域の伝統を
守り継ぐ行事であると同時に、まさにその「御影は一つ」という絆を世代を超えて、確かめ合う大
切な機会であります。
　近年、大規模な災害がいつ発生してもおかしくない状況が続いてい
ます。私たちは、この強い結束を日頃から防災・減災への備えにも活か
し、万が一の時に誰も孤立させない、強靱な地域コミュニティを維持し
ていかなければなりません。
　今日のこの熱気、そして皆で力を合わせる一体感を、未来の世代へ
のバトンとして、そして「いざ」という時の最大限の力へと繋げていきま
しょう。
　最後になりましたが、このパレード開催のために、ご支援ご協力を頂
いた関係各方面の皆様に厚く御礼申し上げます。

5月3日（日）■ 2026年 ■ 時間/17：45～20：15頃

お知らせお知らせ

଱੓ćɧȩȶɭ!!!!ࢾ੓ć御影ᇦਗޏ଱੓ćɧȩȶɭ!!!!ࢾ੓ć御影ᇦਗޏ

だんじり限定出店販売！だんじり限定出店販売！

●御影クラッセ南側道路 及び 阪神御影駅前南側エリア
雨天中止

上石屋自治会
会長　松 本   宏

あの
人気店
が

あの
人気店
が

出店日時：令和8年5月3日（日） 午後3時～午後9時頃まで出店日時：令和8年5月3日（日） 午後3時～午後9時頃まで
当日、他にも人気店が
出店するかも！？

当日、他にも人気店が
出店するかも！？

当日、他にも人気店が
出店するかも！？

当日、他にも人気店が
出店するかも！？

お
楽
し
み！！

お
楽
し
み！！

お
楽
し
み！！

お
楽
し
み！！
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東明八幡神社

綱敷天満神社

弓弦羽神社

 5月16日（夕方）
 1基

上石屋、浜石屋東明

 5月23日 16：30～
 2基

 5月3日  16：15
 5基 集結
平野、中御影
郡家、上石屋、西御影 弓弦羽神社

5月3・4日
8基

綱敷御旅所
5月23・24日
2基

綱敷天満神社
5月23・24日
2基

東明八幡神社
5月16・17日
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弓
弦
羽
神
社

昭
和
３
年
に
3
台
目
と
し
て
新
調
さ
れ
ま

し
た
。
神
社
仏
閣
な
ど
も
手
掛
け
る
彫
師

開
正
藤
の
自
信
作
で
す
。
黒
檀
を
多
用
し

た
見
た
目
以
上
に
重
量
の
あ
る
地
車
で
す

が
彫
物
の
精
緻
さ
は
一
見
の
価
値
が
あ
り

ま
す
。
地
車
が
停
ま
っ
て
い
る
時
に
で
も

是
非
ご
鑑
賞
く
だ
さ

い
。
ま
た
弓
弦
羽
神

社
で
は
重
量
感
あ
ふ

れ
る
宮
入
を
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

中
之
町
地
車
の
特
徴
は
男
屋
根
、
女
屋
根
の
破

風
全
体
に
唐
草
模
様
で
透
か
し
を
取
入
れ
た
錺

金
具
。
ま
た
、
彫
刻
で
は
富
山
県
井
波
彫
刻

「
川
原
啓
秀
」
作
の
鋭
い
睨
み
の
鬼
板
、
阿
吽

の
麒
麟
、
泥
幕
の
後
に
は
「
加
藤
清
正
虎
退

治
」
が
観
音
開
き
の
細
工
を
取
り
入
れ
、
欅
一

枚
板
に
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
淡
路
の
名
工
「
梶

内
嘉
三
、
純
治
」
作
の

純
金
糸
を
使
用
し
た
豪

華
絢
爛
な
飾
幕
等
多
彩

な
細
工
が
満
載
で
す
。

5
月
3
日
地
車
巡
行
、

4
日
宮
入
に
は
是
非
中

之
町
地
車
を
ご
覧
に
な

っ
て
下
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

弓
場
の
地
車
は
、
約
130
年
前
に
住
ん
で
い
た

御
影
の
大
地
主
、
奥
田
栄
吉
が
町
の
た
め
に

淡
路
よ
り
職
人
を
呼
ん
で
自
分
の
母
屋
に
住

ま
わ
せ
御
影
の
浜
で
作
ら
せ
た
も
の
で
す
。

特
徴
と
し
て
屋
根
の
上
で
の
舞
が
独
自
で

す
。
こ
れ
は
花
広
さ
ん
が
昭
和
30
年
頃
よ

り
、
は
じ
め
ら
れ
た

の
が
伝
統
と
し
て
受

け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
紙
吹
雪
・
蜘
蛛

の
糸
な
ど
華
麗
な
舞

を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

平
野
區
は
、
か
つ
て
の
南
北
朝
時
代
の
守
護

大
名
赤
松
円
心
の
家
臣
、
平
野
忠
勝
が
治
め

た
平
野
城
に
由
来
し
ま
す
。

令
和
2
年
3
月
、
旧
平
野
城
下
に
位
置
す
る

こ
の
地
区
に
、
職
人
達
の
技
が
施
さ
れ
た
3

代
目
平
野
區
地
車
が
完
成
し
、
町
の
宝
と
し

て
新
た
な
歴
史
の
幕
が
開
か
れ
ま
し
た
。

地
域
に
お
住
ま
い
の

皆
様
の
想
い
を
背
負

い
、
日
々
鍛
錬
を
重

ね
た
世
話
人
、
若

中
、
小
若
の
衆
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を

胸
に
祭
当
日
を
迎
え

ま
す
。

　

弓
弦
羽
神
社

西
御
影
の
地
車
は
明
治
中
期
に
製
作
さ
れ
た

十
一
代
目
大
佐
の
作
品
で
、
平
成
15
年
に
大

改
修
を
経
て
、
現
在
の
姿
に
至
り
ま
す
。

我
々
は
「
華
麗
に
」
「
優
雅
に
」
「
全
力

で
」
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
今
ま
で
の
慣
習
を
後

世
へ
継
承
し
な
が
ら
も
、
新
し
い
風
を
取
り

込
み
、
50
年
後
、
100
年
後
も
地
域
で
愛
さ
れ

る
祭
り
を
す
る
べ
く

今
も
な
お
進
化
を
続

け
て
い
ま
す
。

西
御
影
地
区
一
丸
と

な
っ
た
力
強
い
練
り

廻
し
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

綱
敷
天
満
神
社

上
石
屋
の
地
車
は
、
昭
和
58
年
4
月
に
大
工
・

有
居
孝
充
、
彫
師
・
甲
良
丈
の
手
に
よ
り
子
供

地
車
と
し
て
魚
崎
浜
町
の
三
木
材
木
店
に
て
誕

生
。
そ
の
あ
と
後
の
飾
幕
を
大
鼓
正
に
て
、
前

の
飾
幕
を
絹
光
工
房
に
て
新
調
、
又
高
さ
を
約

30
セ
ン
チ
大
き
く
す
る
。
更
に
令
和
二
年
に
コ

マ
を
新
調
す
る
と
共
に
、
装
飾
を
刷
新
し
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
綱
敷

天
満
神
社
祭
に
町
内
を

巡
行
。
上
石
屋
の
地
車

は
子
供
が
お
は
や
し
を

た
た
き
屋
根
で
踊
り
ま

す
の
で
是
非
一
度
ご
覧

下
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

中
御
影
地
区
は
、
阪
神
御
影
駅
北
側
か
ら
J
R
ま

で
の
中
町
1
〜
4
丁
目
で
あ
り
、
提
灯
の
「
柳
」

の
名
は
、
そ
の
昔
町
内
を
流
れ
て
い
た
「
柳
川
」

に
由
来
す
る
旧
地
名
を
屋
号
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
地
車
は
明
治
中
期
に
住
吉
大
源
に
よ
り
造

ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
幾
度
の
改
修
を
重
ね
て
受

け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
華
美
過
ぎ
ず
白
木

を
活
か
し
た
落
ち
着
い

た
造
り
で
、
飾
幕
を
求

め
な
い
正
面
数
体
の
龍

の
彫
物
が
特
徴
で
す
。

今
年
も
町
内
若
衆
が
気

持
ち
を
一
つ
に
し
て
や
り

遂
げ
る
、
活
気
あ
ふ
れ

る
祭
り
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
名
彫

師
、
彫
寅
こ
と
北
野
寅
蔵
の
手
に
よ
る
自
慢

の
地
車
で
す
。

弓
弦
羽
神
社
の
宮
本
と
し
て
、
誇
り
を
も
っ

て
役
員
・
若
中
・
婦
人
部
、
ま
た
地
域
力
を
合

わ
せ
て
地
車
を
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
に
は
「
郡

家
伝
統
文
化
会
館
」
も

完
成
し
、
さ
ら
な
る
気

持
ち
で
こ
の
伝
統
あ
る

祭
り
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
し
た
。

深
く
広
が
る
勇
壮
な
太

鼓
の
音
や
鐘
の
響
き
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

そ
の
昔
、
遡
る
こ
と
166
年
。
摂
津
の
國
御
影
村
に
生
ま

れ
た
教
育
者
、
世
界
の
柔
道
家
で
知
ら
れ
る
『
嘉
納
治

五
郎
』
は
東
之
町
が
生
誕
の
地
。
当
時
も
目
に
し
た
郡

家
の
宮
の
だ
ん
じ
り
祭
。
形
は
変
わ
れ
ど
曳
き
手
の
意

気
は
先
人
譲
り
。
奇
し
く
も
治
五
郎
没
後
88
年
の
命
日

は
、
5
月
4
日
の
本
祭
り
。
意
気
と
粋
が
絡
み
合
う
て

の
此
の
祭
り
。

一
に
氏
神
、二
に
氏
子
、
三
、

四
が
無
く
て
五
に
地
車
。
こ

う
し
て
祭
が
出
来
る
の
も
、

先
人
達
の
苦
労
の
お
陰
。

御
影
の
空
に
轟
き
渡
り
、
天

高
く
舞
う
祭
の
息
吹
。
老
い

も
若
き
も
一
つ
に
な
り
て
、
感

謝
の
気
持
ち
と
、
商
売
繁

盛
・
町
内
安
全
を
祈
願
し

て
、
東
之
町
の
宮
入
り
で
す
。

はまいしや
月　日 場　　所 時　間

5月3日
（日・祝）

御影だんじりパレード
※右記載参照

17：45～20：15

綱敷天満神社

東明八幡神社

5月24日（日）
16：00　宮入（2基）

5月24日（日）
13：30　宮入（2基）

5月17日（日）
18：00　宮入（１基）

綱敷御旅所

5月23日（土）
　 24日（日）

5月16日（土）
　 17日（日）

祭礼日 場　　所 時　間

5月3日（日・祝）
　 4日（月・祝） 弓弦羽神社

5月4日（月・祝）
10：30　宮入（8基）
14：00　宮出

うえいしやにしみかげ

ひがしのちょう なかみかげ ぐんげ

ひらの

ゆんばなかのちょうにしのちょう

東
明
八
幡
神
社

東
明
の
だ
ん
じ
り
は
今
年
で
大
改
修
を
行
い
3
年

目
の
年
、
ま
た
復
活
40
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
域
の
方
々
の
熱
い
想
い
と
ご

支
援
の
賜
物
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
祭
り
の
考

え
方
は
「
参
加
し
て
る
人
」
「
見
て
る
人
」
「
裏

方
の
人
」
す
べ
て
の
人
々
が
楽
し
め
る
お
祭
り
、

ま
た
地
域
の
方
々
と
一

体
と
な
り
愛
さ
れ
る
お

祭
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
毎
年
執
り
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
だ
ん
じ
り
を
次
世

代
に
も
引
き
継
い
で
い

く
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

とうみょう

 だんじりの運行に関しましては各地区の運行責任者のもと、世話人が万全の注意をはらって警備しております。ご観覧
の皆様も、だんじりの動いているときに近づきすぎたり、前方を横切ったりなどの危険な行為をなされないようにご協力
をお願いいたします。
　だんじりパレードは車道を練り場として使用しますので、だんじりが会場に入場する際には観覧場である規制エリア
外の歩道にご移動をお願いいたします。
 だんじりの練り回し時に皆様が押し合いますと雑踏事故につながり大変危険ですので、御影連合会・各地区世話人・交
通安全協会・消防団員などの案内に従いお楽しみください。今後もこの地でだんじりパレードを続けていく為にも、皆様
のご協力をお願いいたします。
 兵庫県では2001年に明石市で発生した花火大会での事故以降、県警側の警備に関する注意事項がかなり厳しくなってお
ります。主催者としても最善の注意をはらいますが、ご観覧の皆様も事故を未然に防ぐためにご協力をお願いいたします。

各時間は天候・交通状況等により予告なく変更になる場合があります。

御
影
だ
ん
じ
り
パ
レ
ー
ド

神社及び見どころ

各区だんじり小屋

歩行者迂回のお願い 【安全と警備に伴うご協力のお願い】

御影クラッセ

御影だんじりパレードのため、
阪神御影駅と御影クラッセを結
ぶ歩行者デッキは通行禁止。御
影クラッセ南側道路のパレード
会場も通行が困難となります。
歩行者及び自転車の方は迂回に
ご協力お願いいたします。

阪神御影駅阪神御影駅

練り場練り場

：交通規制区間：練り場

セレモニー隊形からの
練り前待機場所移動全体図

綱
敷
天
満
神
社

浜
浜
石
屋
地
区
は
、
阪
神
石
屋
川
駅
を
中
心

に
海
手
か
ら
国
道
２
号
線
ま
で
の
地
域
で

す
。
御
影
綱
敷
天
満
神
社
の
氏
子
と
し
て
、

例
年
、
天
神
さ
ん
の
日
で
あ
る
５
月
25
日
に

近
い
土
日
に
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
す
。
祭
礼
で

は
鮮
や
か
な
緑
に
赤
の
梅
鉢
紋
が
映
え
る
装

束
に
身
を
や
つ
し
て
勇
壮
に
宮
入
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は

３
年
に
一
度
の
鳳
輦

渡
御
が
あ
り
、
古
式

ゆ
か
し
い
時
代
絵
巻

さ
な
が
ら
の
行
列
が

見
も
の
で
す
。
勇
壮

な
宮
入
と
合
わ
せ
、

是
非
綱
敷
天
満
神
社

へ
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

：迂回路

浜
石
屋
▼

中
御
影
▼

上
石
屋
▼

東
之
町
▼

平
　
野
▼

西
御
影
▼

メイン会場（クラッセ南側道路）での各町練り順番
1番：東之町　2番：弓　場　3番：平　野　4番：中之町
5番：西御影　6番：西之町　7番：浜石屋　8番：東　明
9番：中御影　10番：郡　家　11番：上石屋
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上
石
屋

上
石
屋

西
御
影

中
御
影

平
野

郡
家

浜
石
屋

西
之
町

西
之
町

中
之
町

中
之
町

東
之
町

東
之
町

弓
場

東
明
東
明

大手筋

弓木町4

御影中町2

住吉宮町2

御影本町8

御影塚町3

高
羽
大
橋
南
詰

徳井

東明

上中

浜中

処女塚

2

港湾幹線道路

香雪美術館
●

●

中勝寺
卍

卍
光明寺

県立御影
高等学校

御
影

公
会
堂

文

鷹匠
中学校

文

市立御影
小学校

文

市立御影
北小学校

文

市立御影
中学校

文

浜御影
保育所

文

御影
クラッセ

東
灘
警
察
署
●

御影
公園

処女塚
古墳

卍
常順寺

卍
玉持院

照明寺
卍

石屋川駅

阪 急 神 戸 線

山 手 幹 線

山
麓
線

石
屋
川

鷹
羽
川

鷹
羽
川

天
神
川

大
手
筋

一
六
筋

阪
神
電
鉄
本
線

御影駅

J R 東 海 道 本 線

卍
西
方
寺

御影北
児童館

阪神電鉄本線

43

御影公会堂前

東御影

阪 神 高 速 3 号 神 戸 線

バレンタイン
広場

バレンタイン
広場

御影駅

東明八幡神社

綱敷天満神社

弓弦羽神社

 5月16日（夕方）
 1基

上石屋、浜石屋東明

 5月23日 16：30～
 2基

 5月3日  16：15
 5基 集結
平野、中御影
郡家、上石屋、西御影 弓弦羽神社

5月3・4日
8基

綱敷御旅所
5月23・24日
2基

綱敷天満神社
5月23・24日
2基

東明八幡神社
5月16・17日

1基

御影クラッセ広場
（御影だんじり広場）御影公園 歩行者デッキ

通行禁止

バレンタイン
広場

市立御影
中学校

文 浜
石
屋
▼

中
御
影
▼

上
石
屋
▼

◀郡　家
◀東　明
◀西之町

▲
弓
　
場

▲
中
之
町

　

弓
弦
羽
神
社

昭
和
３
年
に
3
台
目
と
し
て
新
調
さ
れ
ま

し
た
。
神
社
仏
閣
な
ど
も
手
掛
け
る
彫
師

開
正
藤
の
自
信
作
で
す
。
黒
檀
を
多
用
し

た
見
た
目
以
上
に
重
量
の
あ
る
地
車
で
す

が
彫
物
の
精
緻
さ
は
一
見
の
価
値
が
あ
り

ま
す
。
地
車
が
停
ま
っ
て
い
る
時
に
で
も

是
非
ご
鑑
賞
く
だ
さ

い
。
ま
た
弓
弦
羽
神

社
で
は
重
量
感
あ
ふ

れ
る
宮
入
を
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

中
之
町
地
車
の
特
徴
は
男
屋
根
、
女
屋
根
の
破

風
全
体
に
唐
草
模
様
で
透
か
し
を
取
入
れ
た
錺

金
具
。
ま
た
、
彫
刻
で
は
富
山
県
井
波
彫
刻

「
川
原
啓
秀
」
作
の
鋭
い
睨
み
の
鬼
板
、
阿
吽

の
麒
麟
、
泥
幕
の
後
に
は
「
加
藤
清
正
虎
退

治
」
が
観
音
開
き
の
細
工
を
取
り
入
れ
、
欅
一

枚
板
に
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
淡
路
の
名
工
「
梶

内
嘉
三
、
純
治
」
作
の

純
金
糸
を
使
用
し
た
豪

華
絢
爛
な
飾
幕
等
多
彩

な
細
工
が
満
載
で
す
。

5
月
3
日
地
車
巡
行
、

4
日
宮
入
に
は
是
非
中

之
町
地
車
を
ご
覧
に
な

っ
て
下
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

弓
場
の
地
車
は
、
約
130
年
前
に
住
ん
で
い
た

御
影
の
大
地
主
、
奥
田
栄
吉
が
町
の
た
め
に

淡
路
よ
り
職
人
を
呼
ん
で
自
分
の
母
屋
に
住

ま
わ
せ
御
影
の
浜
で
作
ら
せ
た
も
の
で
す
。

特
徴
と
し
て
屋
根
の
上
で
の
舞
が
独
自
で

す
。
こ
れ
は
花
広
さ
ん
が
昭
和
30
年
頃
よ

り
、
は
じ
め
ら
れ
た

の
が
伝
統
と
し
て
受

け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
紙
吹
雪
・
蜘
蛛

の
糸
な
ど
華
麗
な
舞

を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

平
野
區
は
、
か
つ
て
の
南
北
朝
時
代
の
守
護

大
名
赤
松
円
心
の
家
臣
、
平
野
忠
勝
が
治
め

た
平
野
城
に
由
来
し
ま
す
。

令
和
2
年
3
月
、
旧
平
野
城
下
に
位
置
す
る

こ
の
地
区
に
、
職
人
達
の
技
が
施
さ
れ
た
3

代
目
平
野
區
地
車
が
完
成
し
、
町
の
宝
と
し

て
新
た
な
歴
史
の
幕
が
開
か
れ
ま
し
た
。

地
域
に
お
住
ま
い
の

皆
様
の
想
い
を
背
負

い
、
日
々
鍛
錬
を
重

ね
た
世
話
人
、
若

中
、
小
若
の
衆
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を

胸
に
祭
当
日
を
迎
え

ま
す
。

　

弓
弦
羽
神
社

西
御
影
の
地
車
は
明
治
中
期
に
製
作
さ
れ
た

十
一
代
目
大
佐
の
作
品
で
、
平
成
15
年
に
大

改
修
を
経
て
、
現
在
の
姿
に
至
り
ま
す
。

我
々
は
「
華
麗
に
」
「
優
雅
に
」
「
全
力

で
」
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
今
ま
で
の
慣
習
を
後

世
へ
継
承
し
な
が
ら
も
、
新
し
い
風
を
取
り

込
み
、
50
年
後
、
100
年
後
も
地
域
で
愛
さ
れ

る
祭
り
を
す
る
べ
く

今
も
な
お
進
化
を
続

け
て
い
ま
す
。

西
御
影
地
区
一
丸
と

な
っ
た
力
強
い
練
り

廻
し
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

綱
敷
天
満
神
社

上
石
屋
の
地
車
は
、
昭
和
58
年
4
月
に
大
工
・

有
居
孝
充
、
彫
師
・
甲
良
丈
の
手
に
よ
り
子
供

地
車
と
し
て
魚
崎
浜
町
の
三
木
材
木
店
に
て
誕

生
。
そ
の
あ
と
後
の
飾
幕
を
大
鼓
正
に
て
、
前

の
飾
幕
を
絹
光
工
房
に
て
新
調
、
又
高
さ
を
約

30
セ
ン
チ
大
き
く
す
る
。
更
に
令
和
二
年
に
コ

マ
を
新
調
す
る
と
共
に
、
装
飾
を
刷
新
し
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
綱
敷

天
満
神
社
祭
に
町
内
を

巡
行
。
上
石
屋
の
地
車

は
子
供
が
お
は
や
し
を

た
た
き
屋
根
で
踊
り
ま

す
の
で
是
非
一
度
ご
覧

下
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

中
御
影
地
区
は
、
阪
神
御
影
駅
北
側
か
ら
J
R
ま

で
の
中
町
1
〜
4
丁
目
で
あ
り
、
提
灯
の
「
柳
」

の
名
は
、
そ
の
昔
町
内
を
流
れ
て
い
た
「
柳
川
」

に
由
来
す
る
旧
地
名
を
屋
号
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
地
車
は
明
治
中
期
に
住
吉
大
源
に
よ
り
造

ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
幾
度
の
改
修
を
重
ね
て
受

け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
華
美
過
ぎ
ず
白
木

を
活
か
し
た
落
ち
着
い

た
造
り
で
、
飾
幕
を
求

め
な
い
正
面
数
体
の
龍

の
彫
物
が
特
徴
で
す
。

今
年
も
町
内
若
衆
が
気

持
ち
を
一
つ
に
し
て
や
り

遂
げ
る
、
活
気
あ
ふ
れ

る
祭
り
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
名
彫

師
、
彫
寅
こ
と
北
野
寅
蔵
の
手
に
よ
る
自
慢

の
地
車
で
す
。

弓
弦
羽
神
社
の
宮
本
と
し
て
、
誇
り
を
も
っ

て
役
員
・
若
中
・
婦
人
部
、
ま
た
地
域
力
を
合

わ
せ
て
地
車
を
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
に
は
「
郡

家
伝
統
文
化
会
館
」
も

完
成
し
、
さ
ら
な
る
気

持
ち
で
こ
の
伝
統
あ
る

祭
り
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
し
た
。

深
く
広
が
る
勇
壮
な
太

鼓
の
音
や
鐘
の
響
き
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

そ
の
昔
、
遡
る
こ
と
166
年
。
摂
津
の
國
御
影
村
に
生
ま

れ
た
教
育
者
、
世
界
の
柔
道
家
で
知
ら
れ
る
『
嘉
納
治

五
郎
』
は
東
之
町
が
生
誕
の
地
。
当
時
も
目
に
し
た
郡

家
の
宮
の
だ
ん
じ
り
祭
。
形
は
変
わ
れ
ど
曳
き
手
の
意

気
は
先
人
譲
り
。
奇
し
く
も
治
五
郎
没
後
88
年
の
命
日

は
、
5
月
4
日
の
本
祭
り
。
意
気
と
粋
が
絡
み
合
う
て

の
此
の
祭
り
。

一
に
氏
神
、二
に
氏
子
、
三
、

四
が
無
く
て
五
に
地
車
。
こ

う
し
て
祭
が
出
来
る
の
も
、

先
人
達
の
苦
労
の
お
陰
。

御
影
の
空
に
轟
き
渡
り
、
天

高
く
舞
う
祭
の
息
吹
。
老
い

も
若
き
も
一
つ
に
な
り
て
、
感

謝
の
気
持
ち
と
、
商
売
繁

盛
・
町
内
安
全
を
祈
願
し

て
、
東
之
町
の
宮
入
り
で
す
。

はまいしや
月　日 場　　所 時　間

5月3日
（日・祝）

御影だんじりパレード
※右記載参照

17：45～20：15

綱敷天満神社

東明八幡神社

5月24日（日）
16：00　宮入（2基）

5月24日（日）
13：30　宮入（2基）

5月17日（日）
18：00　宮入（１基）

綱敷御旅所

5月23日（土）
　 24日（日）

5月16日（土）
　 17日（日）

祭礼日 場　　所 時　間

5月3日（日・祝）
　 4日（月・祝） 弓弦羽神社

5月4日（月・祝）
10：30　宮入（8基）
14：00　宮出

うえいしやにしみかげ

ひがしのちょう なかみかげ ぐんげ

ひらの

ゆんばなかのちょうにしのちょう

東
明
八
幡
神
社

東
明
の
だ
ん
じ
り
は
今
年
で
大
改
修
を
行
い
3
年

目
の
年
、
ま
た
復
活
40
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
域
の
方
々
の
熱
い
想
い
と
ご

支
援
の
賜
物
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
祭
り
の
考

え
方
は
「
参
加
し
て
る
人
」
「
見
て
る
人
」
「
裏

方
の
人
」
す
べ
て
の
人
々
が
楽
し
め
る
お
祭
り
、

ま
た
地
域
の
方
々
と
一

体
と
な
り
愛
さ
れ
る
お

祭
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
毎
年
執
り
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
だ
ん
じ
り
を
次
世

代
に
も
引
き
継
い
で
い

く
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

とうみょう

 だんじりの運行に関しましては各地区の運行責任者のもと、世話人が万全の注意をはらって警備しております。ご観覧
の皆様も、だんじりの動いているときに近づきすぎたり、前方を横切ったりなどの危険な行為をなされないようにご協力
をお願いいたします。
　だんじりパレードは車道を練り場として使用しますので、だんじりが会場に入場する際には観覧場である規制エリア
外の歩道にご移動をお願いいたします。
 だんじりの練り回し時に皆様が押し合いますと雑踏事故につながり大変危険ですので、御影連合会・各地区世話人・交
通安全協会・消防団員などの案内に従いお楽しみください。今後もこの地でだんじりパレードを続けていく為にも、皆様
のご協力をお願いいたします。
 兵庫県では2001年に明石市で発生した花火大会での事故以降、県警側の警備に関する注意事項がかなり厳しくなってお
ります。主催者としても最善の注意をはらいますが、ご観覧の皆様も事故を未然に防ぐためにご協力をお願いいたします。

各時間は天候・交通状況等により予告なく変更になる場合があります。

御
影
だ
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り
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レ
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ド

神社及び見どころ

各区だんじり小屋

歩行者迂回のお願い 【安全と警備に伴うご協力のお願い】

御影クラッセ

御影だんじりパレードのため、
阪神御影駅と御影クラッセを結
ぶ歩行者デッキは通行禁止。御
影クラッセ南側道路のパレード
会場も通行が困難となります。
歩行者及び自転車の方は迂回に
ご協力お願いいたします。

阪神御影駅阪神御影駅

練り場練り場

：交通規制区間：練り場

セレモニー隊形からの
練り前待機場所移動全体図
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：迂回路
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メイン会場（クラッセ南側道路）での各町練り順番
1番：東之町　2番：弓　場　3番：平　野　4番：中之町
5番：西御影　6番：西之町　7番：浜石屋　8番：東　明
9番：中御影　10番：郡　家　11番：上石屋



公益財団法人

神戸市東灘区御影石町 2-21-21
TEL:078-842-4722

不動産の事なら、御影市場内

（株）ウッドワークホーム
TEL:078-854-5515

神戸市中央区
港島中町6-6-2

神戸市東灘区御影中町 1丁目 1-9

神戸市灘区中原通 5-3-10-101
TEL.078-855-6941

炭火
焼鳥

と  り　 ら  く きわみ
鶏楽極

地酒・本格焼酎

市野酒店

  　　   私たちは
「御影だんじり」を応援しています。

  　　   私たちは
「御影だんじり」を応援しています。
二〇二六年二〇二六年

 

●損害保険全般取扱い
取り扱い項目

代表取締役   髙橋  亘
〒651-0082 兵庫県神戸市中央区小野浜町 5-11
TEL:078-332-0561　FAX:078-332-0568
ホームページ :https://gosix.co.jp 

〒658-0045 神戸市東灘区御影石町1丁目4-8
0 7 8-8 5 6- 3 0 7 2 188 . 843 .2281188 .842 .8888

焼鳥 髙しま

 ●      ワイン直輸入販売

ൣ࿍ଲำᄜć立川　賢登

মāāāᄎć竹内　義明
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株式会社 シュテルンベルク 

御影だんじりパレード御影だんじりパレード

阪神御影駅阪神御影駅

バレンタイン
広場

໤୸৏໤୸৏

❶ 鉄板居酒屋 ろくぜん

神戸市東灘区御影本町
6-14-10 三居ビル 101
TEL.078-806-8848

❷

❹

真鯛そば はなたば

❸ Harema ハンバーガーと、コーヒーと、 立ち呑み たつき

神戸市中央区下山手通
2-1-1KE ビル 1階

神戸市東灘区御影本町
4丁目 6-3
TEL.078-940-2819

神戸市東灘区御影本町
2丁目 16-6
TEL.078-955-3135

出店エリア

場　所：バレンタイン広場（阪神御影駅南出口降りてすぐ）場　所：バレンタイン広場（阪神御影駅南出口降りてすぐ）

　春の柔らかな光に包まれ、まちを歩く人々の表情にも温かさが感じられる季
節となりました。この時期、御影の各地区ではだんじりパレードに向けて準備を
進められている皆さまの活気や、地域全体に広がる期待感にふれることができ
ます。
　だんじりに施された豪華絢爛な彫刻や飾り幕には、受け継がれてきた伝統と
深い愛着が宿り、勇壮に連なり並ぶ姿にはまさに圧倒されるばかりです。
先代より脈 と々守り継がれてきたこの伝統行事を、次の
世代へとつなげようとする地域の力は、まさにかけがえ
のない財産です。
　これからも大切な地域の宝であるだんじりが末永く
守り育てられ、「御影は一つ」を合言葉に地域の絆と力
がより一層高められていくことを心より願っております。
最後になりますが、だんじり巡行にご尽力いただいて
おります地域の皆さま、東灘警察署ほか各関係機関の
皆さまに御礼申し上げますとともに、東灘だんじりの一
層のご隆盛をお祈り申し上げます。

東灘区長
工 藤　健 一

　皆様「御影だんじりパレード」にご来場いただき、誠にありがとうございます。
　いよいよ御影の街に勇壮なだんじり囃子が響き渡ります。この活気に満ちた光景は、私たちが
これまでの困難を乗り越え、共に歩んできた復興の道のりの証しであります。今年は阪神・淡路
大震災から３１年を迎えました。私たちは、あの時、かけがえのない命を失いながらも、決して諦
めず、この街を再建してまいりました。そして、その苦難の中で私たちが再認識した、最も大切な
精神。それは「御影は一つ」という固い結束と助け合いの心です。このパレードは、地域の伝統を
守り継ぐ行事であると同時に、まさにその「御影は一つ」という絆を世代を超えて、確かめ合う大
切な機会であります。
　近年、大規模な災害がいつ発生してもおかしくない状況が続いてい
ます。私たちは、この強い結束を日頃から防災・減災への備えにも活か
し、万が一の時に誰も孤立させない、強靱な地域コミュニティを維持し
ていかなければなりません。
　今日のこの熱気、そして皆で力を合わせる一体感を、未来の世代へ
のバトンとして、そして「いざ」という時の最大限の力へと繋げていきま
しょう。
　最後になりましたが、このパレード開催のために、ご支援ご協力を頂
いた関係各方面の皆様に厚く御礼申し上げます。

5月3日（日）■ 2026年 ■ 時間/17：45～20：15頃

お知らせお知らせ
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だんじり限定出店販売！だんじり限定出店販売！

●御影クラッセ南側道路 及び 阪神御影駅前南側エリア
雨天中止

上石屋自治会
会長　松 本   宏

あの
人気店
が
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人気店
が

出店日時：令和8年5月3日（日） 午後3時～午後9時頃まで出店日時：令和8年5月3日（日） 午後3時～午後9時頃まで
当日、他にも人気店が
出店するかも！？
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出店するかも！？

当日、他にも人気店が
出店するかも！？
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